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	北陸地域製造業の事業展開に関する調査（富山県版）
	はじめに
	＊回答企業(149社)を業種別にみると、当地の製造業集積を反映し、金属製品18％、電気機械器具11％、化学(医薬品含む)11％、プラスチック製品9％、一般機械9％の5業種で全体の58％を占める。＊工業統計表における事務所数との対比では、売上規模・資本
	＊資本金規模では１億円以下が73％(108社)、従業員規模では100人以下が54％(81社)を占めており、それぞれ最もウエイトが大きい。なお、全体の91％(135社)が、いわゆる「中小企業」(資本金３億円以下または従業員数300人以下)に該当している。
	＊資本系列では、独立系が68％(103社)と最も大きく、次いでメーカー系が30％(44社)となっている。＊製品内容では、完成品が52％(77社)、部品・原材料が47％(70社)とほぼ拮抗している。また全体の72％(108社) が特定ユーザー向けに製品
	＊回答企業の最近の業績の傾向(売上高と経常損益)をみると、減収減益が38％(57社)と最も高く、増収増益は11％(16社)にとどまる。＊販売数量減少36％(54社)に対して、販売単価下落は70％(105社) と割合が高い。＊事業の今後の展望について
	＊業績向上・維持可能とした75社からは、納期・納入方法への対応や技術開発力等の高さ、品質面・付加価値面の高さ等に対する自信が窺える。＊一方、業績維持が難しいとした72社は、コスト削減が難しいことや市場規模の縮小が見込まれること、大口販売先からの受注が
	＊工場立地上の北陸地域のメリットとしては、土地代の安さが48％(69社)と半数近くを占めており、次いで従業員の生活環境の良さ32％(46社)、人件費の安さ32％(46社)と続いている。＊一方、デメリットには、販売市場として魅力に乏しい48％(69社)
	＊北陸地域での今後の生産活動については、現状並が67％(95社)と最も大きく、次いで縮小17％(24社)、増強・高度化13％(19社)、撤退2％(２社)の順 となっている。なお、主要業種別では電気機械器具において縮小・撤退の割合が高い。＊現状並または
	＊海外工場の有無については、進出の予定なしが68％(101社)と最も大きく、進出済が14％(21社)、将来進出は11％(17社)にとどまった。これを資本金３億円かつ従業員数300人以上の会社に限ると、４割弱が進出済としており、経営規模による違いが認めら
	＊進出済とした21社の進出状況をみると、進出時期は90年代以降に増加しており、海外工場所在国は中国および中国を除くアジアが多く、海外生産比率は10％未満が過半を占めている。＊進出先については、進出済とした21社、将来進出とした17社いずれにおいても、
	＊進出済21社の海外工場生産品の仕向地をみると、自社を含む日本市場向けが43％(９社)、海外市場向けが57％(12社)となっている。またグレードは量産品が全体の71％(15社)を占める。＊進出済21社に対して、海外工場設置の理由を尋ねると、安価な労働
	＊進出後に判明した問題点としては、人事・労務面でのマネージングが難しい57％(12社)、利益を日本に還元しにくい43％(９社)などが目立つ。＊海外進出の総合評価はプラスと回答する企業が大半を占める。＊進出済および将来進出とした38社の今後の生産設備
	＊販売市場として注力している地域としては国内市場が圧倒的であり、中でも経済規模の大きい首都圏と京阪神、次いで地元北陸地域の順となっている。一方、海外市場の中では中国が最も多い。＊販売面の方向性については、新規顧客・不特定多数顧客の開拓を目指す会社が大
	＊全体の約６割(88社)が、研究開発に一定以上取り組んでいる(積極的に取り組んでいるないし一定の取り組みは行っている)としている。なお、主要業種別では医薬品において一定以上取り組んでいる割合が高く、鉄鋼・非鉄金属などでは低くなっている。＊取り組みが不
	＊研究開発に一定以上取り組んでいるとした88社のうち約６割が何らかの共同研究開発を実施している。＊共同研究開発の相手先は、グループ企業が最も多く、次いで公的支援機関、異業種他社、同業者、大学の順となっている。＊共同研究開発の成果としては、既に製品化
	＊製造業活性化のため企業にとって重要なこととしては、全体の約６割がコアとなる独自技術の開発・発展を挙げている。また、産学官連携強化、マーケティング力強化、技術のブラックボックス化、自社ブランド確立なども重視されている。＊北陸地域での今後の生産活動別で
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